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論 文 内 容 の 要 旨
　フランス語において事行（行為・状態）のアスペクトはテンスとならぶ重要な文法範疇であるが、表現形
式が動詞活用・動詞語彙・副詞句・迂言法など多岐にわたることもあり、解明されていない問題が少なくな








あるか、の三つを挙げている。そして、もっぱら開始アスペクトを表す表現形式が commencer à inf. と se 
mettre à inf. の二つであることを確認している。
　第２章では、commencer à inf. の機能を解明するために、まず、動詞 commencer のさまざまな用法を検
討している。そして、<S commencer P>（S と P は「始める」という事行の主体と対象）の構文の「名詞
句で表す P」にはつねに時間の流れの中での展開が意識されることを指摘している。また、「不定詞句で表
す事行 P」として通常用いる à inf. とときに用いる de inf. について Cadiot (993) を参考にしつつ発話例を
分析し、de inf. は話し手が事行の外側に視点を置くときに、à inf. は視点を事行展開の内部に置いて開始段
階を捉えるときにそれぞれ用いるという重要な事実を指摘している。
　第３章で論じるのは、se mettre à inf. の機能である。一般に「（なにかを別のところに）置く」という空




本的意味を想定することによって se mettre à inf. が「自分自身を事行に移す」すなわち「事行に移る」と
いう抽象レベルでの主体移動を表し、そこから開始アスペクトを表すにいたると説明することができる。さ
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　最後の第５章では、おもに第２章と第３章の考察結果を踏まえて commencer à inf. と se mettre à inf. の
使い分けを論じ、前者は話し手が視点を事行の展開の内部に置いて開始段階を捉える表現であり、後者は視
点を事行の外に置いて事行への移行として開始を捉える表現であることを明らかにしている。第４章で考察
した日本語の「V ハジメル」と「V ダス」の機能との類似が認められ、commencer à inf. は始動アスペ
クトを、se mettre à inf. は起動アスペクトをそれぞれ表すという仮説を提案している。この仮説の妥当性
を、データの分析から確認される「commencer à inf. と親和性が高い動詞は事行の展開を意識することが自
然な動詞であり、se mettre à inf. と親和性が高い動詞は事行の生起のみを意識することが自然な動詞である」
という事実によって裏づけている。







クトを表す迂言法 commencer à inf. と se mettre à inf. の使い分けである。フランケルやソーニエほかの先
行研究は、両表現のあいだに使用上の制約や表現効果についてさまざまな違いがあることを指摘しているが、
それが何に由来するかを解明するに至っていない。それは、commencer à inf. の機能が動詞 commencer の
「始める」という語義によって説明できるのと違って、se mettre à inf. の機能は動詞 mettre の「（なにかを
別のところに）置く」という空間移動の語義によっては説明できないためである。氏は、mettre には空間
移動以外の用法もあることに着目して基本的語義が「（なにかを新たなありかたに）移す」という具象・抽











ス語のアスペクト表現の分析を効果的に行っている。そして、話し手が commencer à inf. を用いるのが事





を用いる commencer de inf. については、commencer à inf. との差異だけでなく se mettre à inf. との差異
も詳しく論じるべきであったと思われる。論述に関しては、繰り返しが気になる箇所が見られ、「展開」と
いう用語は常に厳密な使いかたをしているとは言えない。このように、いくつか問題はあるが、総合的に見
て、本論文は博士学位請求論文として十分な水準のものであると認められる。
　審査委員四名は、本論文の審査および06年２月0日に行われた公開の論文発表・口頭試問の結果、佐々
木幸太氏が「博士（言語学）」の学位を授与されるに値すると判断するものである。
